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中越沖地震を被災した柏崎刈羽原子力発電所では、耐震設計グレードの高い安全上の重要

機器に、外観上の大きな損傷は認められておらず、被災から２年半を経過して、先行号機が

順次運転を再開することにより節目を迎えている。被災から今日に至るまで、設計基準を超

える地震荷重を受けた重要機器の健全性を確認し対策を着実に実施することが、災害に強い

発電所を再構築していくための必要条件となっており、災害から得られた貴重な教訓を関係

者が広く共有していくことが、将来の原子力利用を安全に展開していく上での最重要課題の

ひとつとなっている。 

 

このため、平成 19 年秋に「中越沖地震後の原子炉機器の健全性評価委員会」（SANE: 

Structural Integrity Assessment for Nuclear Power Components experienced Niigata 

Chuetsu-Oki  Earthquake Committee）が一般社団法人 日本原子力技術協会に発足、構造強

度・検査・耐震などを専門的分野とする学識経験者と、電力・メーカー等の関係者が一同に

会し、地震荷重を受けた機器の健全性評価について、解析的評価と点検･検査の両面から検討

することとした。 

SANE では、現在６ＷＧ（評価基準 WG、検査 WG、疲労・材料試験 WG、配管振動評価

WG、建屋-機器連成 WG、再起動ＷＧ）を編成し、配管の塑性ひずみ測定評価や締結部材健

全性評価、機器・配管の弾塑性挙動を考慮した解析手法の適用性評価、配管の合理的な振動

特性評価、原子炉圧力容器基礎部の耐震安全性、説明性向上の方策、地震後のプラント再起

動に関する検討などの案件に取り組んでおり、活動成果を関連学協会等へ情報発信してきた。

その知見は東京電力による設備健全性評価の報告書作成や国等の様々な審議プロセスの中で

活用されている。 

 

今後も引き続き、技術知見を踏まえた合理的な健全性評価のあり方を検討し、各ＷＧを中

心に取り纏めた検査・解析等に関する技術成果を、より一般化した技術ガイドラインの形態

に整備し、関係者の利便性に供していくこととしている。 

特に昨今の国内複数地点での地震経験・教訓から、プラントの再起動に関し予め点検対象・

方法を定め、地震動の大きさと損傷の程度に応じて合理的かつ迅速な対応を図ることが求め

られており、米国・IAEA等の知見に SANEでの検討プロセス・成果を加え、地震後の再起動

に関するガイドライン素案作成に勢力的に取り組んでいる。 

 

ここでは、上記の SANE活動全般についての概要報告に加えて、SANEで検討されてきた以

下の解析事例を紹介する。 

・中越沖地震により損傷した耐震 Cクラス設備の健全性評価に際して検討した、循環水配

管エルボ部（マイタ管）の変形解析および、ろ過水タンクの座屈解析 

・新たに策定された設計用基準地震動Ｓｓによる耐震安全性評価に際して検討した ABWR

原子炉本体基礎部（RPVペデスタル）の解析評価 

実設備の損傷解明と耐震設計手法高度化の両面から、計算技術の重要性は高まりつつあり、

今後の原子力耐震計算科学の一層の発展が期待される。 
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